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 積　立　金　の　状　況 

平成１８年度当初・６月
補正予算取崩し額

平成１７年度末
現　在　高区　分

１６億１３６７万１千円４９億２１４５万５千円財政調整基金
１９億６８６３万４千円１４８億８８０６万４千円その他特定目的基金
３５億８２３０万５千円１９８億９５１万９千円合　計

※財政調整基金は、年度間の財源の不均衡を調整するための積立金
で、災害復旧、地方債の繰上償還、その他の財源の不足を生じた時
の財源として積み立てるものです。

総務費 ３１，９９５円 公債費 ２０，２６５円教育費 ３５，９８７円 衛生費 ３２，０６４円

予備費　　２４４円労働費　　１４２円農林費　　６３６円商工費　１，２５９円議会費　１，５４７円消防費 １１，１３８円

市 民 １ 人 当 た り の 一 般 会 計 歳 出 予 算 額 人口 ４０９，０１７人　２００６年１月１日現在人口

土木費 ３４，２８４円民生費 ９９，１２２円

市 街 地 整 備
【土地区画整理】

１３４５万６千円
　山崎町横峰土地区画整理組合へ
の助成など。
【忠生土地区画整理事業会計繰出
金】

１５億円
【鶴川駅北土地区画整理事業会計
繰出金】

１２億２１７８万７千円
【町田ターミナル等の運営管理】

８７２１万７千円
【まちづくりの促進】

１億６８８２万８千円
　中央通りモール化整備など。

幹 線 道 路 の 整 備
【都市計画道路の整備】

１１億３７３１万３千円
　都市計画道路７・５・２号線
（原町田）外３路線の用地購入、
物件補償費など。
【みちづくり・まちづくりパート
ナー事業】

５億９５８８万円
　都市計画道路３・３・７号線
（原町田）の用地購入、物件補償
費など。

〔教育費〕
社会教育（文化事業）
【まちだ市民大学ＨＡＴＳ事業】

２６７９万円
【文化財の保護】

１２４０万１千円
　遺跡の測量委託、保存管理計画
の改定委託料など。
【自由民権資料館事業】

２４８５万３千円
　「多摩の民権／町田の民権展」
など展覧会を開催。
【公民館事業】

１億９０万４千円
　成人学校、ことぶき大学など各
種講座の実施。
【図書館の管理運営】

４億８７２万２千円
　市内６館の図書購入費など。
【文学館事業】

８９５０万９千円
　文学館の整備と展示事業など。
【博物館事業】

９１７９万３千円
　「陶磁のこま犬百面相」展など
５回の展覧会を開催。
【国際版画美術館事業】

１億５６４８万４千円
　「ケーテ・コルビッツ」展など
７回の展覧会を開催。

〔総務費〕
企 画
【企画政策事務】

４１３５万３千円
　市民意識調査委託、共同調査研
究事業負担金など。

情 報 化
【情報化対策】

２１億７０５８万４千円
　電子自治体整備事業、不審者犯
罪者情報配信システムなど。庁舎
建設

庁 舎 建 設
【庁舎建設】

１７１３万１千円
　庁舎建設基本設計支援委託など。

そ の 他

下 水 道
　全市水洗化を目指し、積極的に
事業を進めています。
【維持管理】

３億２３０１万３千円
　公共下水道（管渠延長１２９０㎞）
の維持管理など。
【管渠の建設】

４２億９２０３万３千円
　鶴川幹線（小山町）、小野路幹
線（小野路町）等の建設工事。
【水路の整備】

４１００万円
　結道川の整備。
【成瀬クリーンセンターの管理】

８億４９５７万９千円
【鶴見川クリーンセンターの管
理】

４億７３０７万５千円
【成瀬クリーンセンターの整備】

２億４７００万円
　高度処理実施設計、焼却炉棟改
修設計、用水設備再構築調査、電
気設備更新工事、汚泥棟受変電設
備更新工事などの整備委託。
【鶴見川クリーンセンターの整
備】

２億１００万円

　更新診断、水処理設備増設工事
の整備委託。

忠 生 土 地 区 画 整 理
　根岸町、木曽町、常盤町及び矢
部町の各一部、１０１．９ｈａの地区
を整備するものです。市施行で昭
和６０年度から実施しています。
【事業】

４２億２７５６万７千円
　画地確定測量、換地業務、公園
築造工事、文化財整理など。

鶴川駅北土地区画整理
　能ヶ谷町及び大蔵町の各一部
５．９ｈａの地区を整備するもので
す。市施行で平成４年度から実施
しています。
【事業】

１１億７５９６万９千円
　公園築造工事、道路舗装工事、
換地業務など。

病 院
　町田市の中核病院として二次医
療を担っています。平成１２年３月
に新病棟が開設され、引き続き第
２・３期増改築事業を進めていま
す。
【病院の改築・機器の購入】

２５億３３２８万９千円
　第２・３期増改築工事、医療機
器の購入など。

特 別 会 計

平成１８年度末
現在高見込額

平成１８年度中増減見込額
平成１７年度末
現　在　高

平成１６年度末
現　在　高起債目的会計区分 当該年度中

元金償還見込額
当該年度中
起債見込額

６６０億３９４万円６７億９５１２万１千円４１億８９３０万円６８６億９７６万１千円７１５億７９８９万３千円　一般会計

５２９億４２７８万２千円２２億７３５８万５千円２８億２８００万円５２３億８８３６万７千円５１６億３８２万２千円１．下水道事業債
特別会計

１１３億９５２７万３千円３億３２２３万１千円１８億８３４０万円９８億４４１０万４千円９１億６４０４万４千円２．病院事業債

１３０３億４１９９万５千円９４億９３万７千円８９億７０万円１３０８億４２２３万２千円１３２３億４７７５万９千円合計

※平成１７年度末で、今後の支払が予定されている利子の総額は、２８６億９０５７万５千円です。

 市　債　の　状　況 

　市債とは、市が公共施設の建設などの財源として借り入れるお金
で、その返済が次年度以降にわたるものをいいます。
　公園や道路の整備には、膨大な費用がかかります。これをすべ
て、その年度の税収入で賄うとすれば、他の事業を圧縮しなければ
なりません。また、こうした施設は長期にわたり利用できるため、
建設時の市民だけでなく、将来の市民にもその経費を負担してもら
うことが公平でもあります。
　市債はこのような積極的な意義をもつものですが、借金であるこ
とにかわりはありませんから、その運用には十分気をつけなければ
なりません。
　平成１８年度末に見込まれる市債の元金残高は、１３０３億４１９９万５千
円となっています。（市民１人当たりの元金残高は、３１万９千円と
なります。） 平成元　　   ５    　　   ９　　  　１３　　  　１７　　 　１８　　年度末�
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※平成１７年度までは確定額、１８年度は見込額�
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